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お しらせ版
3月 の業務時間延長日

3/5,12919,26

● 1階 ロビー

美術コーナー①  2月 に弓|き続き3月 31日 まで

故・梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈 していただいた作品です。

美術コーナー②  3月 2日 から4月 30日 まで

「木目込み人形作品展」
木目込み教室と扇葉会の皆さんの作品です。

代表 千葉君子さん (荒砥 )

●文化実習室 特別展

「第21回県展入賞入選作品展」
▼期間 3月 9日 から13日 書道

15日 から19日 絵画・写真・彫刻・工芸

● 1階 フロアー

▼ 2月 に引き続き 3月 31日 まで

す 「卯時酒」白柴天
海野久子さん (鮎貝)の書です。

●共公民館燿岩軍●

▲本目込み人形

▲県展入賞入選作品展
(過去の展示会の様子)
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計
じ
し

荒砥駅前交流施設資料館の展示のごあたない

..冬のあきたまぬ<もリキヤンベーン2007「おきたま

雛回廊」のあ立ち寄り処として、古<から受け継がれ

てきたひな人形を展示しています。華やかで趣あるひ

なたちをぜひご覧<ださい。

●テーマ「しらたかの膳びな展」

●開催期間 4月末まで
*啓翁桜も販売しています。

麟
趾

1上基
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●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催日:月 ～土曜日)

「あゆかい保育園小さな作品展」
(2月 28日 まで)

「山上秀雄油絵作品展」
(3月 5日 から31日 まで)

最上川のある風景画を展示します。



第
２５
回
白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
と

前
夜
祭
の
ご
案
内

▼
い
つ
　
つ
一月
聾
Ｈ
（Ｌ
）
～
昴
Ｈ
（日
）

＊
劉
日
は
前
夜
祭

（昴
同
開
催
記
念
）

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容

い
写
真
展
　
白
鷹

ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
‐人

一②
前
夜
祭

（劉
日
午
後
７
時
～
８
時
）

光

の
饗
宴
、

お
さ
い
と
焼
き

③
祭
り

（午
前
Ю
時
～
林
．佗
時

知
分
）

。
お
楽
し
み
抽
選
会

（随
時
）

・
牛
乳
サ
ー
ビ
ス

（随
時
）

。
み
か
ん
拾
い

（Ю
時

細
分
）

。
餅

つ
き
大
会

（
Ｈ
時

卸
分
）

＊
餅
ト
レ
ー
代
１
０
０
円
を
ご
協
ノノ

く
だ
さ
い

＊
お
祭
り
開
催
時
間
中

（昼
佗
時

卸

分
ま
で
）
、

リ
フ
ト
料
金
が
無
料
と

な
り
ま
す
．

※
交
通
の
妨
げ
に
な
る
駐
仲
中
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

駐

‐―‐‥
場
係

員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｌ
催
　
白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
実
行

委
員
会

■
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹

ス
キ
ー
セ
ン

タ
ー

（Ｂ
新
１
２
１
５
６
）
ま
た
は

実
行
委
員
長

（な
踊
１
０
９
２
０
）

お
待
た
せ
し
ま
し
た

！

い
ち
ご
園
オ
ー
プ

ン
し
ま
す

３
月

１
日

（日
）
、
ど

り

い
む
農

田

い
ち
ご

田

が
オ
ー
プ

ン
し

ま
す
。

真

っ
赤

に
光

る

い
ち
ご

を
摘

み
に
ぜ

ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時

脚
分
開
田

▼
料
金

・
人
人
　
１
４
０
０
円
（中
学
生
以
Ｌ
）

。
小
学
生
　
１
２
０
０
円

。
幼
児
　
８
０
０
円

ｏ
３
歳
児
未
満
　
３
０
０
円

▼
時

―ｌｌｌ

　

．
人
脚
分
食

べ
放
題

▼
定
員
　
人
人

・
ｒ
ど
も
合
わ
せ
て

．
Ｈ
卸
人
限
定

＊
３
月
４
日
は
、

オ
ー

フ
シ
企
画
と

し
て
、

午
前

の
部

（
Ⅲ
時
～
）
と

午
後
の
部

（１
時

脚
分
～
）
に
分

け
、
各
脚
人
を
受́
け
付
け
ま
す
。

＊
完
全
予
約
制
で
す

の
で
、

電
話
で

中
し
込
み
い
た
だ
く
か
、

店
舗
内

レ
ジ
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
生
育
状
況
（熟
度
等
）
に
よ
り
、

中

――‐
・
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
ど
り
い
む
農
田

（８
部
１
２
９
２
２
）

４
月
８
日
執
行
県
議
会
議
員
選
挙

（西
置
賜
郡
選
挙
区
）
に
お
け
る

立
候
補
予
定
者
説
明
会
及
び
出
納

責
任
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

●
立
候
補
予
定
許
説
明
会

▼
い
つ
　
３
月
８
日

（木
）

午
前
Ю
時
～

▼
ど
こ
で
　
置
賜
総
合
支
庁

●
出
納
責
任
許
説
明
会

▼
い
つ
　
３
月
８
日

（本
）

午
後
１
時
～

▼
ど
こ
で
　
置
賜
総
合
支
庁

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
山
形
県
選
挙
管
理

委
ｉｔ
会
置
賜
地
方
■
務
局

（８
０
２

３
８
１
昴
１
６
０
２
０
）

４
月
８
日
執
行
県
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
確
認
団
体

説
明
会

の
お
知
ら
せ

▼
い
つ
　
３
月
螂
Ｈ

（火
）

午
後
１
時
脚
分
～

▼
ど

こ
で
　
県
庁
６
階
６
０
１
会
議
室

■
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
山
形
県
選
挙
管
理

委
員
会
■
務
局

（８
０
２
３
１
６
３

０
１
２
０
８
１
）

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
！

人

の
フ
ン
に
つ
い
て
は
、

以
前
か

ら
片
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
荒
砥
小
学
校
近
辺
が
ひ
ど

い
よ
う
で
す
。
児
童
、

歩
行
と
が
フ

ン
を
誤

っ
て
踏
ん
で
し
ま
う
と
の
こ

と
で
す
。
飼
卜
の
多
く
の
か
た
が
た

は
、

き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

心
な
い

．
部

の
か
た
の

行
動
が
、

町
を
汚
し
、

持
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
散
歩

の
と
き

な
ど
、
人

の
フ
ン
の
後
始
木
は
必
ず

行
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

白
鷹
町
に
は
約
８
０
０
頭
の
人
が

飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

つ
け
を
き
ち

ん
と
し
、

他
人
に
迷
惑

の
か
か
ら
な

い
よ
う
に
飼
い
ま
し
よ
う
。

■
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
町
民
税
務
課
　
く

ら
し

。
環
境
推
進
係

（雪
絲
１
６
１

３
１
）

「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
券
」
は

有
効
期
限
が
切
れ
て
も
使
え
ま
す

フ
ラ
ワ
ー
長
片
線
利
用
券

（特
殊

回
数

乗

‐―‐―
券

）
は
、
今
年

１
月
発
行

分

か
ら
有
効
期

限
を
な
く
し

ま
し

た
。

こ
れ

に
伴

い
、

以
前
発
行

し
た
有
効

∩
――

期
限
付

き

の
利

用
券

も
期

限

に
関
係

な
く
使

う

こ
と

が

で
き

る

こ
と

に
な

り
ま
し
た
．

お
持
ち

の
か
た
は
ぜ

ひ

ご
利

用
く
だ

さ

い
。

■
――ｌｌ

い
合

わ

せ
　

山

形
鉄
道

（雪

路

１

２
０
０
２
）

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会

会
員
募
集

非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

両
び
社
会

の

．
員
と
し
て
立
ち
直
る

こ
と
を
助
け
る

―ヽ１‐
体
が
全
国
各
地
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
は
現
在

会
員
“
人
で
、

保
護
司
の
か
た
と

．

緒
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や
研

修
会
、

独
自
■
業
と
し
て
街
頭
キ
ャ

ラ
バ
ン
、

ミ
ニ
集
会
な
ど
を
行

っ
て

い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
会

の
趣
旨
に
替
（同
さ
れ
る
女
性
の

か
た

（賛
助
会
員
は
男
性
も

‐‐∫
）
の

ご
人
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

・
会
［興

年
，
３

０
０
円

・
賛
助
会
員
　
年

．
Ｈ
ｌ
ｏ
ｏ
Ｏ
円

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
唖
生
保
護

女
性
会
会
長
　
奥
山
清
ｒ

（８
路
―

３
８
４
１
）

■
連
絡
取
扱
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（８
％
１
０
１
１
１
）

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ
　
３
月
２
Ｈ

（金
）

午
後
７
時
～

▼
ど

こ
で
　
荒
砥
小
学
校
体
台
館

▼
参
加
資
格
　
ド
歳
以
―‐

（高
校
生

―
―　
　
　
　
―
―
　

　

台

除

く
）

▼
種

日
　
混
成

（
１
チ
ー

ム
４
～

８

人

で
編
成
し
、

女

卜́
を

２
人
以
Ｌ

人

ね

る

こ
Ｌ
）

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
ー

▼
締
め
切
り
　

，
一月
昴
日

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ

ン
デ

ィ
ア
カ
協
会

／
守

谷

（Ｂ

Ａ
Ｘ

踊
ｉ

３
１
５

，１
）

蔵
人
考
蔵
出
し
参
加
者
募
集

し
ら
た
か
平
成
蔵

人
考

は
、

幻

の

“
サ

ワ
ノ

ハ
ナ
¨
米

を
復
活
さ

せ
る

べ
く
、

Ｈ
年
前

に
発

足
し

た
会

で
す
。

ちようりじょうゆうびん ～おしらせ版～
IIl春の代表的な行事、ひなまつり。ひなまつりは女の子の成長や幸せを

願う行亨で、 3月 は桃のイとの季節であることから「桃の節句Jと もいいま
す。 2日 にひなまつりの行事食として、春らしい献立を入れました。

18日 から24[はでは、春彼岸です。春彼岸といえば Rゴたもち」です力ヽ

秋彼岸の「おはぎJと はどこが違うのでしょう?両方とも、蒸したもち米
とあんこの、同じ素材でつくられる食べ物ですが、それぞれの季節の花に
なぞらえて、春の彼岸にお供えするのが牡丹餅 Gごたもち)で、秋にお供
えする場合はお萩 (おはぎ)と いうのです。余談ですが、花のイメージと
して、ぼた01は こしあんで、おはぎは粒あんでつくるのだとか。学1交給食
では6日 、田Jのお菓]4屋 さんにぼたもちをつくっていただき、子どもたち
に食べてもらう予定です。

3月 といえば、公立高校の人試も控えていますね。受験生たちを少しで
も元気付けたいと考えて、 8Hに カツ (勝つ)カ レーと減農薬いよかん
(良 い予感)の受験/L応

援献、アを用意しました。季節の変わり日は体調
を肺|し やすいもの。きちんとした食生活で、元気に過ごしたいですね。

今月のおらほの食材 (‖ l内 ,I)青菜漬・打ち豆・ねぎ・白菜・ぼたもち

ll _ ()
lfjl 'j 0
111J ~ ()

イ   lll

【3月 の学校給食献立表】

木

こ
は
ん
　
ヒ
ヒ
ン
ハ
　
調
理
場
の
即
席
漬
け

絹
さ
や
の
み
そ
汁

鮭
わ
か
め
こ
は
ん
　
さ
わ
ら
の
照
焼
き

菜
の
花
あ
え
　
あ
さ
り
の
す
ま
し
汁

ひ
な
ま
つ
リ
テ
サ
ー
ト

こ
は
ん
　
サ
ー
モ
ン
チ
ー

ス
フ
ラ
イ

野
菜

の
か

つヽ
し
あ
え
　
春

野
菜

の

ス
ー

フ

の
り
佃
煮

こ
は
ん
　
豚
の
し
ょ
う
か
焼
さ
　
せ
ん
ま
い
者

み
そ
け
ん
ち
ん
　
は
た
も
ち

食

ハ
ン
　
海
の
幸
串
フ
ラ
イ
　
ひ
し
ヽ
サ
ラ
タ

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー

ネ
　
フ
ル
ー
ヘ
リ
ー
シ
ャ
ム

こ
は
ん
　
カ
ツ
カ
レ
ー
　
海
藻
サ
ラ
タ

減
農
薬
い
よ
か
ん

13 4

こ
は
ん
　
一か
り
焼
き

小
松
菜
と
し
め
し
の
お
ひ
た
し

具
た
く
さ
ん
み
そ
汁

舞
一耳
こ
は
ん
　
は
た

て

ン
ュ
ー

マ
イ

キ
ャ

ヘ
ツ
の

マ
リ

ネ
　
中
華

ス
ー

フ

こ
は
ん
　
野
菜
ホ

ー
ク
巻

き

自
菜
と

ほ
う
れ
ん
草

の
お

ひ
た

し

に
ら
と

工
ね
き

の
み
そ
汁
　
〓晏

末
納

豆

ア
ー
モ

ン
ト

ハ
ン
　
ホ

ッ
ト
ト

ッ
ク

カ
ラ

フ
ル
サ
ラ
タ
　
野
菜

ン
チ

ュ
ー

お
祝

い
テ
サ
ー
ト

こ
は
ん
　
鮭
焼
き

菜
の
花
の
す
ま
し
汁

ひ
りや
んじ
こる

ウ

ク

ー

入

リ

ハ

ー

フ

チ

キ

ン

ソ

テ

ー

コひこ
|し は
ン:せ ん
入の
り 中 桑
卵 華 ハ

☆このほか毎 日午乳か 1本付きます



っ
赤
に
光
る
い
ち
ご
を
摘
み
に
ぜ
ひ

会
員
が
Ⅲ
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
酒

仕
込
み
、
酒
し
ば
り
を
自
弓
の
Ｆ
で

体
験
し
、

そ
の
結
品
が
純
米
人

‐―今
腋

蔵
人
を
と
い
う
お
酒
に
な
り
ま
す
．

素
人
が
米

や
酒
を

つ
く
り
あ
げ
る
楽

し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
ぃ

３
月
劉
Ｈ

（卜
）

時

判
分

～
４
時

帥
分

▼
ど

こ
で
　

加
茂

川
酒
造

酒
蔵
内

▼
参
加
料

。
人
人

＊
年
会
費
は
別
途
１

た
だ
き
ま
す
。

▼
内
容
　
酒
し
ば
り
作
業
、
新
酒
バ

ー
テ
ｆ

（出
店
も
あ
り
ま
す
）

▼
締
め
切
り

（金
）

し

ら
た
か

■
中

込

・
―ｌｌｌ

い
合

わ

せ

平
成
蔵
人
考
事
務
局
／
太
田

（８
０

２

３

１

６

■

５

１

７

８

２

２

　

Ｅ

ス

ー

ル
２

０
〓
一２

２
）
「
こ
智

Ｌ́
じ

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者

募
集

▼
施
設

。
実
施
日

・
受́
人
人
数

中
白
鷹
町
立
病
院

・
５
月
日
Ｈ

（―‐
）
３
人

②
介
護
者
人
保
健
施
設
リ
バ
ー
ヒ
ル

長
井

・
５
月

日
Ｈ

（ｌ‐
）

２
人

＊
県
内
全

出
施

設

で
、

体
験

を

受́
け

人
ね

る
予
定

で
す

（詳

し

く
は
お

問

い
合

わ

せ
く
だ

さ

い
）
ぃ

▼
対
象
　
」尚
校
生

以
―‐
で
初

め

て
参

加

さ
れ

る
か
た

▼
応
募
方

法

・
高
校
生

は
各
高
校

に
中

し
込

ん
で

く
だ

さ

い
。

・
高
校
生
以
外
の
か
た
は
、

ハ
ガ
キ

に
必
要
■
項
を
占

い
て
中
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■町内出版物の紹介
◇ 「縁あ りてこそ」 安部 とも 著

14:とは元|′ 1店和裁flF究所を li催 されたかた
です。多くは文芸誌「路Jに寄稿した文を編
集した |′ 1分

l上 です。自分の′
11い ′ヾちや家族、家系など、さま

ざまな角度から日常
′
li活 を見つめ、かけがいのない多くの人

たちとの縁を結んでいます。皆さんのごく身近なかたの作品
です。ぜひお読みください。

■今月の新刊 li黒三択業上丁を重為界じt雷誓■
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、
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商

‘

‘

Ｌ

ス

ィ

ク

′¬いこ

霊 名 著 者 名 出 版 社

赤朽葉家の伝説 桜庭 一樹 東京創元社

インターネットにかかわる仕事 ほるぶ出版

裏方名人 足立 紀尚 河出書房新社

王朝継ぎ紙の世界 近藤 富枝 河出書房新社

キミのとなりで 石丸 誠一 かもがわ出版

着物中毒 中島  梓 ソフトバンククリエイティフ

仰天列車 藤崎 一輝 秀和システム

小池芳子の手づくり食品加工のコツ3 小池 芳子 農産漁村文化協会

声に出して聞かせる古典落語 盛本 康成 オークラ出版

こねて、のばして楽しい粉料理 中道 順子 グラフ社
「サラ川」傑作選 すごろく 山藤 章二 講談社

社労士が教える定年後の収入学 渋谷 康雄 日経 BP社
新語・流行語大全19452006 木村伝兵衛 自由国民社

ズッコケニ人組age41 那須 正幹 ポプラ社

正しく時代に遅れるために 有栖川有栖 講談社

天使の眠り 岸田る り子 徳間書店

トビオはADHD 大橋 ケン 明石書店

Be Happゝ 岩合 光昭 TOKYOFM出 版

夫婦は、「ありがとう |」 橋田寿賀子 大和書房

欲しい 永井するみ 集英社

まとい大名 山本 一カ 毎日新聞社

民家再生の実践 降幡広信・編 彰国者

第239回 おはな しの会
3月 3日  土曜 日 午前 10時よ り 図書館にて

楽しいお話を準備して待っています。
みなさんでおいでください。

■ 3月 の休館 日 5121826

▼
受
付
期

‐ｌｉｌ

　
■
月

２
Ｈ

（月
）

ゝ

日
Ｈ

（金
）

▼
受
験
中

込
許
請
求

先
　

最
寄

り

の

税
務

署
、

イーーー
台

国
税

Ｈ
人
■

１
課
、

人
■
院
東

北
■
務

局

■
―ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　

仙
台

国
税
局
人
■

．課

（８

０
２
２
１

２
６
３
１

１
１

１
１
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

（法
文
系

）

（理

に
系

）

▼
受
験
資
格

ｍ
昭
和
瀾
年
４
月
２
日
～
昭
和
劇
年

１
月
１
日
午
ま
ね
の
か
た

②
昭
和

ｍ
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
ね

の
か
た
で

０
一人
学
を
卒
業
し
た
か
た
及
び
平
成

釦
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
か
た

一②
人
■
院
が
い
一と
同
等
の
資
格
が
あ

る
Ｌ
認
め
る
か
た

▼
１
次
試
験
日
　
６
月
ｍ
日

（Ｈ
）

▼
受
付
期

―ｌｉ１
　
１
月
２
Ｈ

（月
）
～

螂
Ｈ

（金
）

「ゃ
ま
が
た
２‐
人
財
バ
ン
ク
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

首
都
圏
等
か
弓
の
ｔｌ

・
Ｉ
タ
ー
ン

を
希
望
す
る
か
た
や
熟
練
し
た
技
能
、

専
門
知
識
等
を
持

つ
県
内
企
業

の
選

職
と
の
か
た
な
ど
を
、

県
内
求
人
企

業

へ
就
職
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

＊
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
情
報
の
開
覧
や

登
録
が
で
き
ま
す

，
Ｅ
｝
．・′
夕
′

ツ．い
ち
〕”
∞
”
一か
に
〓一ン「一）ヨ
〕一

■
問

い
合

わ

せ
　

山

形
県
企
業
振
興

公
社

（８

０
２
３
１

６
１
７
１

０
６

６
４
）

ま
た
は
山

形
県

Ｕ
タ
ー

シ
情

報

セ

ン
タ
ー

（Ｂ

出
１

３
５

０
１
１

２
７
１
７
）

交
通
事
故
相
談
の
ご
案
内

県
で
は
、

不
幸
に
も
交
通
■
故
に

遭
わ
れ
た
か
た
や
加
害
者

の
た
め
に
、

賠
償

――１１
題
や

小
談
の
方
法
等
、
交
通

事
故
に
関
す
る
面
接
相
談
や
電
話
相

談
、

無
料
弁
護
Ｌ
相
談
を
行

っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

▼
相
談
所
　
山
形
県
交
通
■
故
相
談

所

（県
庁
ｌ
階
）

【常
設
相
談
所
】

▼
相

‐
ｉ炎
同
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日

（午
前
９
時
～
午
後
■
時
）

▼
電
話
相
談
　
８
０
２
３
１
６
３
０

１
３
０
■
７

【弁
護
士
相
談
】

顧
――ｌｌ
弁
護
卜
に
よ
る
無
料
相
談
は
、

予
約
が
必
要
で
す
。

▼
相

‐
ｉ炎
同
時
　
毎
月
第
１
木
曜
日

（午
後
１
時
～
３
時
）

＊
Ｌ

・
Ｈ
曜
日

・
祝
Ｈ
及
び

肥
月
卸

Ｈ
～
１
月
３
日
は
休
業
し
ま
す
。

■
――――
い
合
わ
せ
　
山
形
県
交
通
■
故

相
談
所

（８
０
２
３
１
６
３
０
１
３

０
■
７
）

糸勺 O 糸く」O V
2()′リタ 5()′ソタ 1采

人 働 人 lllJ川
りit   メit r
′(L  ツlt,t
監   ‖た 計
|イ    lf 夕k′
|・f   

′
l.f

13    ′ヽ

2サ 11ク ■ 人 ′リタ▼~⌒
111 'j「 f動 受

8ぃ 1先 りit巧資
() r) ,( ′(r: |||
2 オDJヒ リifi j△
2 せ `J「 lf::ト
1   予芳

:イ
!:「「

2 人 ハ!) 
｀
,R

2 'j千     11 多lこ

1 1りこ   ,F多
|  プ〔    ′リタ lIせ

2 Jヒ   f」llJ l行

()|「   力1ケ rリ

2 予ら      
｀
 C/D

▼
ど

こ
で
　

西
根

地

区

公
民
館

（長

丼
市

）
　

▼
内

容

　

軽

ス
ホ

ー

ツ
、
鍋

を

囲
ん

で
交
流

会

　

▼
参

加
者

　

独
自

の
２０
代

～

４０
代

の
か

た

（水
）

■
問

い
合

わ

せ
　

し
あ

わ

せ
ブ

ロ
ジ

エ
ク
ト
実

行

委

員
会

（西
根

地

区

公
民
館

円
８

８４
‐

６
３

２

６
）

0



■
旧
旧
旧
岬

0

母子健康手帳の交付

お月:さ んとおrさ んの健康を守るために、

妊婦さん4ヽ 員に交付しています。

●随時交lNlし ますが、保健師がWI′、十の場合
がありますので、 1丁 11に電li舌 などでご連

絡ください。

●場所 i健康福祖iセ ンター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 挟寸象 り里

3月 14日 17kl

3カ 月児 平成18年 11月 生まれ

9カ 月児 平成18年 5月 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
3カ 月児・・・…昼12‖、i30分 ～1時

9カ 月児・・・…
′
li後 1'～ 1時20分

1持ち物
母rll康「 11(、 バスタオル、1間 1診 り:(11

ilに配布)、 予防1妄 lll予 1診 票

●注意
*間 診畔〔と1寸 r健康「 帳の「保i嵯 との記録J

を必ず記入しておいでください。
*お 子さんが、 1`l Hサ

t合が悪かつたり、 1

週間以内に人にうつる1可 能性のある病気

(みずぼうそう、インフルエシザ、突発

性発り参、とびひなど)にかかったりした

ときは事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種

小児マヒの予防のため1麦 lTを 行つています。

1日 程:3月 7‖ (水 )

1受付時||]:′ 11後 1‖、十～ 1‖、,20分

1会場 :il康拓1細 :セ ンター

1対 象 :

01「ll目 を受けるかた
…14成 18年 6月 ～7月 11まオl

22「 11「 |を 受けるかた

1`4成 17年 1111～ 12サ |′ |:ま オl

*対 象以外のお rさ んで1友 llを 希
LJさ れる

かたは1'前 にご連絡ください。

1持ち物 :|サ rttLk千 帳、 lpJttll l診票

両 親 学 級 (後期 )

|1期 113サ 19‖ (())

IArl象 :｀ 14成 19年 1月 ～7月 に出産予定の

かた

1会 17:健康福祉センター

1内容 :赤ちゃんの保育と栄養、お風|′ |の

人れ方、呼吸法、育児と家族の役害|な ど

1時間 l昼 12時 5()分 ～′
|:後 4時

1持 ち物 :|サ r健康千帆(交付‖、Tの資11、 ii

期の資料

1中 し込みは3月 7日 (水 )まで、お電話

でお願いします。

離乳食教室

1期 IJ:3月 16H(())

1対 象:離乳ftを学びたいかた

1内容 :離乳食の進め方、調111実 ilイ 、試食

と懇談

●時間 :′「前9時 30分～11時 3()分

●参加費 :200円 (調埋実習費)

●持ち物 ilサ J4健 康手帳、エブロン、 1角

巾、筆記用具

●保台 :お 14さ んとご ^緒 に参加できます。

希望されるかたはお中し込み時にご予約
ください。

●中し込みは3月 14[|(水 )ま で、お電話
でお願いします。

日本語の通訳が必要なかたヘ

|]r健康千帳交付時、両親学級や赤ちゃ

ん健診などで通訳をお願いすることができ

ます。必要なかたは事前にごi菫絡ください。

各種相談

【すこやか子ども何でも相談】
お 1さ んの健康や育児のことなど、どん

な小さなことでも 人で悩まず、ご相談く

ださい。

【健康相談】

itち ゃんからお年寄りまで、体や心の健

康に関すること全般
*保健削i、 栄養 liが相談をお受けします。

らくらくスマイル教室を開催しています |

健康づくりのための体操教室です。 メタ

ボリックシンドローム予防のため、ぜひご

参加ください。

● ]寺 i3月 lH(木 )15日 (木 )

|ヽ の部 11後 1時30分～3時

(々 の部 ′
11後 7時～8時 30分

●内容 :筋 ノJア ップ体操、|百 こり・腰痛・

|′ 痛ヽ予防解消体操ほか

●中込・問い合わせ

健Lk福 祉課健康推進係 (886-021())

子ども予防接種週間について
～予防接種を受けましょう !～

子どもは成長とともに外出の機会が多く

なり、感染りi:に かかりやすくなります。 1
μjl妾 llに 対するII:し いII解のもとでお rさ

んの健康にお役llて ください。詳しくは、

かかりつけの医鵞(機関等にごIH談 ください。

●期間 i3月 1日 (木)～ 7日 (水 )

※保育園年長児のみなさんヘ

麻しん。
Illし ん混合予防1妾種Ⅱ期はお済

みですか。接lfl期 間は今年3月 31J(11)

までです。接種期間の終了が迫っています
ので、まだのかたはできるだけ早く接種す

るようお勧めします。

インフルエンザにご注意を !

この冬は例イ「より遅いインフルエンザの

流行期となっています。感染には「 分に注

意し、症状が出た場合は早めに医療機関を

受診しましょう。

●インフルエレザの症状
・38℃以 Lの 高熱
・頭lli、 関節痛、筋肉痛
・のどの痛み、せき、鼻水

●予防のホイント
lll手 洗いとうがいを習慣づける。

②「分な栄養と休養をとる。
0室内の乾燥に気をつける。
1]流行期は人ごみを避ける。

0「咳エチケットJを実践する。
【咳エチケット】「亥・くしゃみをするとき
は他の人から顔をそむけ、マスク・ハン

カチ。ティッシュペーバー等を口にあて

ること。

■問い合わせ 置l場保健ll l也域保健予防i果

感染l■ 予防担当 (80238-22-3002)

子育て支援センター

3月 のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )

【赤ちゃん広場 (火曜日)】

▼会場 健康ヤI‖ :セ ンター

6H、 1311、 2()||、 2711

【すこやかあそび広場】
▼会場 健康福祖:セ ンター (本 lll‖ )

111、 8H、 1511、 2211、 2911

▼会場 鮎貝l也
「ス公民館 ((ヽ ‖#H)

911、 1611、 2311、 3()||

※2Hは 中りt公民館になります。
※22日 は「お別れ会」を開催します。
【地区広場 (月 曜日)】

5‖  蚕乗地lκ 公民館
12日  束根l也 lκ ttL(館

19日  萩野′S、オlあ い∫イ|

【相談日】
個別に‖liり :があるかたはおいでください。
▼‖寺 毎週火、本]#日 午後1‖ |～ 3‖寺
▼会場 健康作I祉センター

■問い合わせ 健Lk作 1祉課
r育 て支援センター (886-0212)

生活相談所の相談 日
3月 7日 17k)弁護士相談並びに一般相談
3月 14日 17k)一般相談
3月 21日 17kl(春分の日のため休業 )

3月 28日 因 一般相談

▼会場 :老 人福祉センター

▼時間 i′ ltil10キから11後 3時 まで
▼弁護 卜:安部 敏さん
*弁 it l:IΠ談は前11ま で要予約、411後 1時

35分から3時 35分までっ相談は1〔 ||。

■|11い 合わせ
1句 鷹‖l社会,1祉 協議会 (886-0150)

「結婚相談室」の開設
▼いつ 3サ 12011(火 )′ |:後 1時～5時

▼どこで 老ノ、福袖:セ ンター
▼IH談 |1 無ド|

*事 itに 連絡があれば、‖1談時「Hlな ど訓1喜

します。ブライバシー厳守。
■問いf)わせ
産業振興課商11振 興係 (885-6136)

農業委員会のお知らせ

●3月 の農業委員会総会月催 11

3サ 12611(月 )

●農l也 法関係の中請締め切り‖
3サ 112日 (ナ |)

■問い合わせ
農業委It会 農l也 調整係 (885-6128)
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